
警廃事件（長野騒擾事件）

トピック（テーマ） 警廃事件（長野騒擾事件）

ねらい

1926年6月、梅谷貞光知事が県会にはからず岩村田・屋代・中野の3警
察署廃止を一方的に決定した。これに反対し自殺者までだした地元住
民の激しい反対運動の末、3署は復活したうえ5署増設の成果を産ん
だ。強行した知事は史上初の更迭。それとともに官選知事を排して県民
知事にしようとする全国初の知事公選の意見書が県会で採択されるま
でにいたった。地方自治制が容認されていなかった時の事件とはいえ、
大正デモクラシーとのかかわりと自治のありようを考えさせる事件になっ
た。マスコミでは「長野騒擾事件」と報道していた。
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概要を知るた
めのツール

1 書名 警廃事件　われら警察を奪回す

著者名 中村勝実／著

出版社 櫟

出版年 1994

内容紹介
警察署の廃止対象となった岩村田・屋代・中野の住民運動が体系的に
詳述されている。参考文献も示されているので、さらにそれを手がかりに
調査研究を進めることができる。

資料リスト 1 書名 長野県警察史

著者名 長野県警察本部警務部警務課

出版社 長野県警察本部

出版年 1958

内容紹介

『概説』の第6節「警察分署制度の廃止ー警廃事件」で、概要、原因、反
対運動の動向、騒擾事件、検挙、事件関係者の処分、警察署の復活、
警廃事件の意義について詳述している。意義では、警察署の廃止は、
「巧遅拙速」、「さらにいえば、時の上局者の時流の動向への洞察欠如
が、かかる長野県政史上特記すべき大事件を惹起した一因を形成した
ものといえよう」と結んでいる。

2 書名 長野県政史　第2巻

著者名 長野県

出版社 長野県

出版年 1972

内容紹介
1926年6月から27年2月までの一連の動きを「警廃事件の契機」「反対運
動」「騒擾事件」「検挙・公判」「警察署の復活」として記述している。

3 書名 長野県の百年

著者名 青木孝寿・上條宏之／著

出版社 山川出版社

出版年 1983

内容紹介 「警廃事件」として概要が要領よく3頁ほどに記述されている。

雑誌 1 論題名
問題提起 北信地域の住民運動 : 長野警廃事件を中心に (大会特集(1)
「境(さかい)」と「間(あわい)」の地方史 : 信越国境の歴史像)

著者名 望月 誠／著

雑誌名 地方史研究 

出版年 2016.8

巻号頁数  66(4)　 62-66ｐ
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インターネット 1 サイト名 信州ブックサーチ

URL https://www.knowledge.pref.nagano.lg.jp/index.html

概要 警廃事件に関する資料を探すことができる

2 サイト名 エコール上田地域図書館情報ネットワーク

URL https://www.echol.gr.jp/

概要
地域雑誌　「高井」「千曲」「長野」に掲載された警廃事件に関する記事を
探すことができる

3 サイト名 長野県市町村史誌目次情報ネットワーク

URL http://misuzu-mokuji.net/

概要 警廃事件に関する記述のある自治体誌を探すことができる

新聞 1 見出し 屋代町　戦後５０年　写真展

発行機関 信濃毎日新聞　朝刊19ページ

年月日 1995.10.17

2 見出し 佐久署　警廃事件　記念碑清掃

発行機関 信濃毎日新聞　朝刊18ページ

年月日 2004.10.21

コメント

資料リストに掲げた『警廃事件　われら警察を奪回す』は、これ以前発行
の『長野県警察史』や『長野県の百年』などを踏まえながら総合的に事
件の概要が理解できる文献になっている。この事件の概要なり特徴を理
解する上では最初に読まれることをおすすめする。
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